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 哺乳類の皮膚表皮は内側から主に基底層 (SB)、有棘層 (SS)、顆粒層 (SG)、角質




5とケラチン 14が最初に SBで発現する。SSではケラチン 1とケラチン 10が発現し、
これらのケラチンフィラメントは強固に束化する。SGでは一部のケラチンは凝集して
ケラトヒアリン顆粒 (KHGs) と呼ばれる顆粒を形成する。ヒトフィラグリン (Flg) は
10-12 のフィラグリンがリンカーペプチドにより直列につながったプロフィラグリン




































期長 (1µm 以上) の構造物から得られるシグナルを示し、Flg-/--のそれは大部分が小











 本研究ではmCherry-K1を用いることによりケラチンネットワークを in vivoで可
視化することに成功した。その結果、マウス表皮の SG 細胞では KHGs の間に束化さ
れたケラチンフィラメントが形成されることが明らかになった。しかし、光学顕微鏡の
解像度の限界から、mCherry-K1 の SG1 から SC へ移行する際の動的な変化のライブ
イメージングは困難であった。今後、共焦点顕微鏡の解像度とスキャニングスピードが







後に電子顕微鏡観察の結果、Flg+/+と Flg-/--SB 細胞と SS 細胞は共にケラチンネット
ワークが正常に存在することが明らかになった。このことから SG細胞は SB細胞や SS
細胞とは異なるフィラグリン依存性の独自のケラチン束化メカニズムを有することが
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